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お得

スプリングセールスプリングセールスプリングセール
SALE！！SALE！！SALE！！
４月14日まで開催

メガネセット
メガネ一式（レンズ＋フレーム）

スタンダードセット
薄型レンズセット
遠近両用レンズセット（ ）¥10,000

¥20,000
¥30,000

（国産レンズ使用）

●COCO●江﨑書店

蓮華寺池

●藤枝市郷土
　　　博物館

●九州石油 ●原木自動車●原木自動車

●まるせい

●テンジンヤ

スーパー
富士屋

スーパー
富士屋

藤枝小学校 藤枝東高校
Ⓟ有ります

至 国一

白子名店街

至 国一

★

メガネのハルタ

五十海
メガネのハルタ
営業時間
AM10：00～PM8：00
定休日/水曜日
TEL
０５４-６４５-４３００
住所
藤枝市五十海２-４-２９

光文堂印舗光文堂印舗
●●

PP

大学合格・就職のお祝いに
印鑑を!

大学合格・就職のお祝いに
印鑑を!

至青木 至水守

蓮華寺池公園 藤枝小
●

高木種苗店●

スーパー
●もちづき

●
藤枝警察署

至島田

至静岡
国道 1 号 線

〒本町局

旧　道

営業時間╱9：00～19：00（土曜日9：00～18：00）
定休日╱月曜・祝日

藤枝市本町2丁目８-２
TEL（054）６４１-０１１８

親子で一級技能士の店

　

小
野
鵞
堂
は
、
明
治
、
大
正

の
仮
名
書
道
界
を
代
表
す
る
大

家
で
す
。
現
代
の
仮
名
書
道
の

基
礎
を
築
い
た
一
人
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
安
期
の
草
仮
名
を
基
底
と

し
て
独
自
の
流
麗
な
ス
タ
イ
ル

を
創
出
し
、
そ
の
書
風
は
「
鵞

堂
流
」
と
称
さ
れ
多
く
の
門
弟

を
排
出
し
ま
し
た
。

田
中
藩
士
の
長
男
と
し
て
誕
生

　

文
久
2
年
（
一
八
六
二
年
）
駿

河
国
藤
枝
に
、
田
中
藩
士
の
武
道

師
範
、
小
野
清
右
衛
門
成
命
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
田
中

藩
主
本
多
正
納
が
千
葉
県
の
長
尾

に
国
替
に
な
り
、
鵞
堂
も
長
尾
で

成
長
し
ま
し
た
。

　

早
く
に
父
と
死
別
し
た
た
め
、

明
治
6
年
12
歳
の
と
き
上
京
し
て

成
瀬
大
域
に
漢
籍
を
学
び
ま
す
。

大
蔵
省
の
書
記
と
な
っ
て
か
ら

も
、
和
様
の
古
筆
、
名
蹟
の
研
究

を
独
学
で
続
け
、
書
の
芸
域
を
広

め
て
い
き
ま
し
た
。

　
陸
が
名
付
け
た
「
鵞
堂
」
の
号

　

大
蔵
省
を
退
職
し
、
明
治
を
代

表
す
る
言
論
人
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
陸 

羯
南
（
く
が 

か
つ
な
ん)

の
日
本
新
聞
社
に
入
社
。
陸
社
長

か
ら
中
国
の
書
聖
「
王
羲
之
」
が

ガ
チ
ョ
ウ
を
好
ん
だ
こ
と
か
ら
そ

の
故
事
に
ち
な
ん
で
「
鵞
堂
」
の

号
を
つ
け
て
も
ら
い
、
本
格
的
に

書
の
道
に
進
ん
だ
の
で
す
。

昭
憲
皇
太
后
に
書
を
献
上

　

24
年
29
歳
の
と
き
昭
憲
皇
太
后

（
明
治
天
皇
の
皇
后
）
に
『
小
倉

百
人
一
首
』
を
献
上
す
る
と
、
文

仮か

名な

の
書
家
・
小
野
鵞が

堂ど

う

明
治
大
正
期
仮
名
書
道
界
の
大
家

｢

鵞
堂
流｣

と
し
て
一
家
を
成
す

▲山頂の秋葉神社

本
を
数
多
く
出
版
し
、
百
種
以
上

の
本
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
流
麗
な

書
体
は
、
発
刊
さ
れ
る
ご
と
に
反

響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

鵞
堂
は
す
た
れ
て
い
た
こ
の
和

様
を
再
び
盛
ん
に
し
、
漢
字
と
仮

名
と
が
よ
く
調
和
し
た
鵞
堂
独
得

の
書
風
「
鵞
堂
流
」
を
完
成
さ
せ

た
の
で
す
。

「
斯
華
会
」
と
「
斯
華
の
友
」 

　

鵞
堂
は
明
治
36
年
「
斯
華
会
」

(

こ
の
は
な
か
い)

を
創
設
し
、

そ
の
後
書
道
雑
誌
『
斯
華
の
友
』

を
創
刊
し
ま
す
。
す
ぐ
に
月
刊
と

な
り
、
そ
の
後
『
書
道
研
究
斯
華

の
友
』
と
改
名
。
通
信
教
育
に
よ

る
書
道
の
普
及
活
動
は
全
国
の
書

を
学
ぶ
多
く
の
人
々
に
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

　

の
ち
に
書
家
と
な
る
藤
枝
の
沖

六
鵬
も
そ
の
一
人
で
し
た
。

後
継
者
の
急
死
と
継
承

　

順
調
に
発
展
し
て
行
っ
た
「
斯

華
会
」
で
し
た
が
、
大
正
9
年

（
一
九
二
〇
年
）
鵞
堂
が
次
代
を

託
し
た
次
男
、
小
鵞
が
26
歳
で
急

死
し
、
鵞
堂
も
そ
の
2
年
後
、
学

習
院
教
授
と
し
て
在
職
の
ま
ま
61

歳
で
没
し
ま
す
。「
斯
華
会
」
は

四
男
、
成
鵞
が
跡
を
継
ぎ
、
之
鵞
、

そ
し
て
現
在
の
之
右
へ
引
き
継
が

れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

日
本
一
低
い
烏
帽
子
山

合
併
で
拡
大
し
ま
し
た
ね
。

　

藤
枝
市
な
ら
ど
の
地
域
で
も
同

じ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
の
が
、
私
た
ち
の
役

目
で
す
。
現
在
、
藤
枝
地
区
と
同

じ
よ
う
に
、
地
区
の
社
会
福
祉
協

議
会
の
設
立
を
準
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
岡
部
地
区
は
負
担
が

半
減
し
ま
し
た
が
、
体
制
整
備
が

こ
れ
か
ら
必
要
で
す
。

活
動
の
基
本
理
念
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
の
地
域
福
祉
活
動
計

画
に
よ
り
、
基
本
理
念
が
決
ま
り

ま
し
た
。「
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
環
で
支
え
る
ふ
れ
あ
い
藤
の

ま
ち
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ

を
元
に
①
地
域
の
繋
が
り
づ
く

り
、
②
安
全
安
心
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
、
③
福
祉
の
人
材
づ

く
り
、
④
福
祉
の
仕
組
み
づ
く

り
の
四
本
柱
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、先
生
方
と
協
力
し
て
、

市
内
全
部
の
学
校
で
の
福
祉
教

育
の
充
実
な
ど
に
力
を
い
れ
て

い
ま
す
。

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
存
在

　

藤
枝
は
、
自
治
区
単
位
の
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
の
存
在
が
大
き

い
の
で
す
。
他
の
市
町
で
は
こ
う

い
っ
た
組
織
が
な
い
と
こ
ろ
が
多

い
よ
う
で
す
。
自
治
会
町
内
会
、

提さ

げ

さ

か坂  

昭
二

民
生
児
童
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
な
ど
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域
の
実
態
に

合
わ
せ
た
き
め
細
か
い
活
動
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
状
の
課
題
と
は
何
で
し
ょ
う

　

地
区
福
祉
懇
談
会
で
地
区
毎
に

意
見
を
伺
い
、
課
題
を
抽
出
整
理

し
て
、
取
り
組
む
事
で
、
よ
り
良

い
活
動
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
の
強
化
や

見
守
り
や
手
助
け
の
充
実
、
災
害

時
の
体
制
整
備
、
人
材
の
育
成
、

地
域
組
織
の
見
直
し
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
地
区
の
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ロ
ン
の
活
動
な
ど
も
支
援

し
て
い
ま
す
。

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
会
費
で
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
確
実
に
高
齢
化
が
進

み
、
障
害
者
が
増
加
し
て
い
く
社

会
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
の

か
。
こ
れ
は
全
市
民
の
問
題
で
す
。

私
は
「
ふ
」
つ
う
に
「
く
」
ら

せ
る
「
し
」
あ
わ
せ
で
、「
福
祉
」

と
い
う
言
葉
を
座
右
に
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
藤
枝
に
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

普
通
に
暮
ら
せ
る
幸
せ

　

藤
枝
の
Ｊ
Ａ
大
井
川
の

奥
、
藤
枝
エ
ミ
ナ
ー
ス
の
手

前
に
あ
る
烏
帽
子
山
。
全
国

に
八
十
余
あ
る
烏
帽
子
山
の

中
で
、日
本
一
低
い（
一
○
八
・

八
ｍ
）
山
だ
。

　

徳
川
軍
が
武
田
の
田
中
城

を
攻
略
し
た
折
の
五
砦
の
一

つ
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
烏
帽
子
山
に
秋
葉
山

が
祀
ら
れ
た
の
は
明
治
三
十

年
代
。
以
後
、
大
正
十
三
年

に
改
築
さ
れ
、
現
在
の
社
は
、
平

成
十
七
年
に
新
築
さ
れ
た
三
代

目
。
火
災
除
け
の
神
様
で
あ
る
。

　

現
在
も
、
地
元
内
瀬
戸
町
内
会

の
四
組
と
九
組
が
交
代
で
、
毎
年

十
二
月
の
初
旬
の
日
曜
日
、
十
五

日
の
秋
葉
神
社
の
例
大
祭
の
前
に

お
札
を
取
り
替
え
、
近
隣
の
宮
司

を
迎
え
、
祭
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

頂
上
か
ら
の
眺
め
は
志
太
が
一

望
で
き
絶
景
だ
。
か
つ
て
は
頂
上

に
松
が
あ
り
、
も
っ
と
尖
っ
て
い

た
と
い
う
。
頂
上
ま
で
徒
歩
十
分
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
長

字
が
優
美
で
立
派
な
こ
と
を
賞

賛
さ
れ
、
鵞
堂
の
名
声
が
一
挙

に
あ
が
り
ま
し
た
。

　

自
宅
に
「
斯
華
廼
屋
」(

こ
の

は
な
の
や)

と
名
付
け
た
書
塾
を

開
き
、
同
年
華
族
女
学
校
（
現

学
習
院
女
子
高
等
科
）
の
教
授

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
貞
明

皇
后
（
大
正
天
皇
の
皇
后
）
に

も
書
を
教
授
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
調
和
体
は
他
の
追
随
を
許

さ
な
い
と
言
わ
れ
、
鵞
堂
の
名

声
は
い
っ
そ
う
高
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
漢
字
・
仮
名
の
手

▲小野鵞堂▲小野鵞堂

▲手本書「三體千字文」

◀
家
康
遺
訓
と
と
も
に
多
く
書
か
れ
た
君
が
代
の
揮
毫(

藤
枝
市
教
育
委
員
会
提
供)

え
ぼ
し

や　

ま

（

）
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⑦明治のトンネル

⑬猫石

⑭在原業平　歌碑

坂下
バス停

明治の道

⑨髭題目の碑

⑫つたの細道公園と
　木和田川砂防堰堤（えんてい）群⑩羽倉簡堂　蘿径記

⑪坂下地蔵堂

坂下

湯谷

「道の駅」宇津ノ谷峠　おかべ茶屋

は
お勧めコース

一連 10 個 9連の
十団子の厄除け

「道の駅」宇津ノ谷峠

つたの細道の道標

宇津ノ谷名物「十団子」
とうだんご

歌碑からの眺望

宇津ノ谷道標

旧東海道のぼり口

竹のドーム

⑧峠の地蔵堂跡
旧国道
1号

⑥雁山の墓
⑤お弘法さん ④馬頭観音

②お羽織屋

諏訪神社

③慶龍寺宇津ノ谷

①宇津ノ谷集落

宇津ノ谷入口
バス停

国道 1号バイパス

昭和
のト
ンネ
ル大

正
の
ト
ン
ネ
ル

平成
のト
ンネ
ル

蔦の細道

明治のトンネルに行くには
こちらの道を登って下さい。
徒歩 5分です。

宇津ノ谷集落

②お羽織屋
　豊臣秀吉が小田原攻
めの際、馬のわらじを取
り替えるために寄った茶
屋です。当時の主人石川
忠左衛門は縁起の悪い

「4」という数字を避け、
わらじを 3 本足分だけ渡し、勝利を祈願しました。見
事勝利を挙げた秀吉は主人の忠誠をほめて羽織を与え
たことに由来しています。のちに徳川家康も訪れて茶
碗を贈り、縁起の良い茶屋として参勤交代の大名など
も立ち寄っています。拝観料２００円で、説明してくれ
ます。また、最近では、名物の十団子がお土産として
売られています。

る怖い道だったのです。
　慶長 6 年（1601）、徳川家康は東海道に宿駅を定めると
同時に、東海道を最重要街道とし、宇津ノ谷峠越えの道
も整備されました。標高 170m、15度の勾配で蔦の細道
よりは歩きやすい道になりました。これにより、蔦の細道
はあまり利用されなくなり、さらに明治 9 年にトンネルが
出来ると、この宇津ノ谷峠の山道も、通る人がなくなり、
木が生い茂り道が失われてしまいました。現在の道は、昭
和 45 年（1970 年）に長田西小学校の
PTAの努力によって、再び開かれたもの
なのです。

　宇津ノ谷峠は、平安の昔から、東西交通の難所として知られていま
した。〝蔦の細道″と呼ばれる道は、天正18 年（1590）、豊臣秀吉が
小田原攻めの大軍を通すため開いた旧東海道が完成するまで、平安
時代から戦国時代にかけて利用された古代の東海道です。蔦の細道
という名がつけられたのは、「伊勢物語」にその名が登場してからです。
在原業平が「駿河なる宇津の山辺のうつゝにも夢にも人にあわぬなり
けり」と歌に詠んでからは、歌の名所としても知られるようになりまし
た。現在、道の中間の頂上の広場に、その歌碑が建てられています。
　当時の道は、全長約 1・5km、峠頂上の標高は 210m、平均勾配
24 度と大変急で、蔦かづらが生い茂り、
人通りも少ない寂しい道でした。「吾妻
鏡」には、盗賊が出没したと記されてい
ます。旅人にとっては身の危険さえ感じ

①宇津ノ谷集落
　岡部宿と丸子宿の間

（あい）の宿であった 40
戸ほどの集落です。宇津
ノ谷地区美しいまちづく
り協議会が、街道の面
影のある町並みを保存し

ています。ここには江戸末期～明治にかけての建物が
多く現存しています。家々には、車屋、伊勢屋、江戸
屋など、かつての屋号がつけられています。

1

⑬猫石
　昔、暗くなってくると
不安に駆られた人々がこ
の石周辺で猫の鳴き声
を聴き、里が近いと安堵
したと言う伝説にちなん
だもので猫が伏せたよう

な形をしています。古くは神を招きおろし、祀ったとも
いわれ、神社の原型、磐座として、周辺は聖域とされ
ていました。

13

2

⑧地蔵堂跡
鬼退治の話に出てきた
慶龍寺の地蔵菩薩の地
蔵堂の跡です。現在は礎
石が残るのみとなってい
ます。ここは、江戸時代
の戯作者、河竹黙阿弥

の芝居「蔦紅葉字津谷峠」において、100 両の金欲し
さに伊丹屋十兵衛が盲目の文弥を殺害する舞台でもあ
ります。

8

⑨髭題目（ひげだいもく）の碑
　「南無妙法蓮華経」の文字は
髭題目と呼ばれる書体で、日蓮
宗のさかんな県の東部にはよく
見られますが、この地域では珍
しいものです。建立は天保 6 年
(1835 年 )、発起人は備前の国（岡
山県）木綿屋門平です。

9

⑪坂下地蔵堂
　農夫の牛が動かなく
なった時、お地蔵さまの
化身の子供が現れて楽
に動かしたという伝説が
あり、鼻取り地蔵・稲刈
り地蔵ともいわれていま
す。峠にはある種の「境」
= 峠信仰があり、地獄の

入口で人を救う地蔵信仰とつながったようです。宇津ノ
谷には峠の両側に地蔵が祀られています。

11

⑭在原業平（ありわらのなりひら）の歌碑
　「伊勢物語」に在原業平が「駿河
なる宇津の山辺のうつゝにも夢にも
人にあわぬなりけり」と詠んだ歌碑
です。京都から武蔵国に向かう東下
りの途中で詠まれたものです。昭和
44 年に静岡の長田西小学校の PTA

と宇津ノ谷町内会が建立しました。

14

③慶龍寺と十団子の伝説と句碑
　 峠 に あっ
た 地 蔵 堂 の
延 命 地 蔵 尊

（弘法大師作
伝 ） が 祀ら
れており、本

尊は十一面観音菩薩です。梅林院の寺の
小僧が人肉を食べる鬼になり、峠に出没し
たため、宇都宮の素麺谷の地蔵に鬼退治
を祈願しました。旅僧に化身した地蔵が鬼
を手のひらに乗る大きさに変身させ、砕い
て十の玉にして退治したという故事にちな
んだ「十団子」は室町時代から伝わるもの
です。毎年 8 月 23 ～24 日の縁日には厄除
けのお守りとして販売されています。芭蕉
の門弟、森川許六の「十団子も小粒になり
ぬ秋の風」( 慶
龍 寺 に句 碑 )
という句でも
知られていま
す。

3

⑦明治のトンネル
　明治 9 年に完成したこ
のトンネルは、明治時代
のトンネルとしては、日
本で 2 番目のものと言わ
れています。この初代の
トンネルは途中で曲がっ
ていましたが、明治３７
年にまっすぐに改修され
て、現在の明治第二トン
ネルとなっています。
　また、当初は日本で初

めての有料トンネルでした。向こう 50 年間の料金徴収
が目論まれていましたが、時代の進展と共にここを通
行する人々も、人から人力車・自転車に、さらには自
動車が主となり、さらに明治 22 年の東海道線の開通
によって人通りが激減し、もはや有料では立ち行かな
くなり、昭和 5 年に自動車が通る新たな昭和第一トン
ネルができると廃道となってしまったのです。
　最初の明治のトンネルは、ほぼ 2 年の歳月をかけて
完成したもので、延長 205 ｍ、高さ 3.6 ｍ、その幅 5.4
ｍ。東側の静岡口は石畳で舗装されていました。建設
に要した人工はおよそ 15 万人と言われています。

7

⑤お弘法さん
　弘法大師作と伝えられ
る峠にあった地蔵堂の延
命地蔵尊にちなんでなの
でしょうか、弘法大師を
祀った祠があります。以
前は、ここを通って、地

蔵堂に通じていた道があったようです。

5

⑥雁山（がんざん）の墓
　雁山は、松尾芭蕉と同
門の山口素堂に俳諧を学
び、甲府と駿河で活躍し
た俳人です。1727 年頃旅
にでてから音信不通にな
り、駿河の文人たちが墓
碑を立てたと伝えられて
いますが実は墓ではあり
ません。弟子たちが、雁
山は旅先で死んだと思い

込み、この場所に彼の墓を作ってしまったのです。雁山
が本当に死んだのは、墓ができてから 37 年後でした。

6

④馬頭（ばとう）観音
　頭に馬の冠を載せて
いる二体の観音様。約
200 年前の天保のものと
明治の年号のものです。
馬頭観音は、事故や病
気で死んだ馬を弔うため

に飼い主が建てたもののようです。石仏のなかでも全
国的に数が多い馬頭観音です。

4

⑫つたの細道公園と木和田川砂防堰堤群
　 明 治 43 年 の 豪 雨 に
よる山腹崩壊を契機に、
県が建設した石積砂防
堰堤群です。下流から上
流に向かって－号から八
号堰堤まで配置され、「兜
堰堤」とも呼ばれ、最
大規模は二号堰堤の堤
長 25m です。明治期の
構造形式を踏襲し、渓
谷の自然景観とよく馴染

み、すべて登録有形文化財です。

12

⑩羽倉簡堂籮径記（らけいき）
　「籮」はつたを「径」は
小道を表わします。文政 13
年（1830 年） から 9 年 間
駿府代官で、歌人でもあっ
た羽倉簡堂が文学的価値
の高い蔦の細道が廃道に
なっているのを嘆いて建立
しました。文字は当時「江
戸時代の三筆」といわれ
た市河米庵によるもので
す。道路整備で 2 度の移
転を経て、現在の場所にあ
ります。

10

お勧めコース（約 2 時間）
坂下バス停 -2分- 坂下地蔵堂 -15分-つたの細道道標
-10分- 猫石 -10分- 在原業平歌碑 -25分- 道の駅宇津ノ谷
峠 -15分- 慶龍寺・お羽織屋 -5分- 旧東海道のぼり口 -10
分- 地蔵堂跡 -20分- 髭題目の碑 -5分- 坂下地蔵堂

宇
う

津
つ

ノ
の

谷
や

峠・蔦
つ た

の細道を歩こう！
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編集後記

月刊むるぶ編集部
〒 426-0041　静岡県藤枝市高柳 1 丁目 18-23

紙面に関するご意見や情報提供、広告のお問い合わせは、
054-635-4651 (共立印刷内)
murubu@kpnet.co.jp
または、右記の新聞販売店までお願いします

㈱藤枝江﨑新聞店　TEL 054-641-0537 
㈱薮崎新聞店・育伸社　TEL 054-641-0053
いけたに新聞店　TEL

 054-643-1000㈹ 

ＢｉＶｉのオープン時の人出は８万人。今で
も駐車場に入るのが大変な時間があります。
３月２５日には１Ｆの「あかのれん」と２Ｆ
の「アウトレットＪ」がオープンします。む
るぶのプレゼント応募数も２００通を超え、
読者の皆様の声に感謝です。（風雲子）

毎週木曜12：30FM島田放送中
むるぶ情報は、ＦＭ島田７６．５の共立

｢情報ランチ｣ でも放送中です。

　官製はがき（FAXの方は便箋など）にクイズの答え
をお書き頂き、アンケートにもお答え頂ければ幸いで
す。正解者の中から抽選で、BiVi藤枝の映画館
（「藤枝シネ・プレーゴ」）でお好きな映画が鑑賞
できるシネマ招待券をプレゼントします。ご応募
をお待ちしています。

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの藤枝名物･名所を教えてください。
６，その他ご意見、ご感想など。

◆ご応募について
１，官製はがきまたは、ＦＡＸでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、

年代、職業を忘れずにご記入下さい。
３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代

えさせて頂きますのでご了承下さい。
４，アンケートにもお答え下さい。

■先月の答えは「BiVi」藤枝 でした。
　
◆応募先
426-0041
藤枝市高柳1-18-23　共立印刷㈱内

むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
◆締め切り　4月５日㈰
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ必着

◆今月の記事からクイズ
蔦の細道にある歌碑の作者は

〇 〇 〇 〇（漢字４字）

むるぶをFMで聞こう

毎週木曜12：30FM島田放送中
むるぶ情報は、FM島田76.5の共立
「情報ランチ」でも放送中です。

むるぶの広告募集中です！

ｗｅｂサイトからも映画招待券の
プレゼント応募ができます。

リーズナブルな価格で藤枝全域に告知が
可能です。３段１/４(58㎜ｘ115㎜）で
２万５０００円からとなっています。

映画招待券への
ご応募の皆様へ
お葉書で応募の方は
投函前に再度、氏名
や住所、お電話など
をご確認下さい。



匡ペインクリニック
（駅前一）
☎646･7261

〈内〉坂上内科医院
（焼津市上小杉）
☎622･3370

〈内・小〉入交医院
（大手二）
☎641･0135

小川眼科医院
（本町二）
☎641･0160

あまの耳鼻咽喉科クリニック
（田中三）
☎646･3313

時ヶ谷歯科クリニック
（時ヶ谷）
☎644･9300

吉田医院
（焼津市利右衛門）
☎622･0108

〈内・小〉板倉医院
（田沼四）
☎636･0881

〈内・小〉柴田医院
（藤枝四）
☎641･0127

〈内・小〉柳原内科医院
（藤岡四）
☎638･2288

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）
☎620･6001

ふたば歯科医院
（瀬戸新屋）
☎643･6116

たぬま街道整形外科
（大新島）
☎634･1110

〈内・小〉横山消化器内科
（焼津市下小杉）
☎622･0045

〈小〉小林小児科
（前島一）
☎635･2620

〈内・小〉にわ医院
（藤岡一）
☎645･2800

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
☎635･8687

ふくだ歯科医院
（青葉町三）
☎637･1101

近藤胃腸科外科
（南新屋）
☎641･2625

〈内・小〉みやはら内科クリニック
（小石川町一）
☎647･5670

〈内〉北辰堂佐藤医院
（藤枝五）
☎641･0064

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
☎623･1187

原歯科医院
（大洲二）
☎636･1900

西井胃腸科外科
（高柳）
☎637･0610

〈内・小〉水島医院
（青木三）
☎641･0052

〈内〉青島北クリニック
（瀬古二）
☎647･7707

ともの眼科医院
（青葉町二）
☎636･3044

村松耳鼻咽喉科
（藤枝五）
☎641･5318

イシカワ歯科
（瀬古二）
☎643･4618

〈泌〉五十嵐医院
（瀬戸新屋）
☎643･5571

5日（日） 19日（日） 26日（日）12日（日） 29日（祝）

〈内〉水上内科クリニック
（高柳二）
☎634･1200

内　科・
小児科


